
２ キーワード及び用語の解説

※ ペ キーワード
番 ま た は

ー

号 ジ 用 語

※１ ４ 語（例｢とけい｣）は、音節（｢と｣｢け｣｢い｣）から成り､各音節を構音障害

構成する語音（｢と｣の ｔ と ｏ ､｢け｣の ｋ と ｅ ､｢い｣の ｉ )〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

から成る｡この語音を発声器官を通じて作り出すことを構音という｡

構音障害は、下記①～④のように､この構音がうまく出来ず、その

結果誤って語が発音されてしまうことをいう。

① 音の省略（例 風船→ウーセン）

② 音の置換（例 コップ→トップ）

③ 音の歪み(文字で表記できないが､聞いた感じに歪みがある)

④ 音の添加（例 じどうしゃ→じんどうしゃ）

※２ ４ 社会生活を進めていくうえでの技能｡社会性や社会的能力の下位社会的スキル

(ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ) 概念｡（遊びやしつけを含む広義の）学習により習得されるもの。

他者とのかかわりの中で自分の行動を調整し､他者に影響を与えて

行動の結果を望ましい方向に導いていく技能。共感性(他者の意図

や感情などを正確に理解し､他者の立場に立って物事を考え、見る

ことができる力）自己統制力(自分の行動・感情をコントロールす

る力) 知的柔軟性(必要に応じて行動のパターンを変えられる力）

なども含まれる。

※３ ４ 主として視覚･空間認知に弱点がある。日常的な言語能力は比較非言語性ＬＤ

的高いが、具体的な行動面で思いがけないつまずきがある｡運動能

力に弱点がある場合が多く､不器用さや協応動作の悪さにつながる｡

漢字の習得や読みが苦手な例もある｡しかし､注意･記憶に弱さがな

ければ、得意な機械的学習の結果として読み能力･言語能力は平均

水準にあることが多い。状況認知が悪く､周囲が理解しにくい行動

もあるため､対人関係に問題をもちやすい。言葉による援助や再言

語化による行動調整を図る｡

※４ ５ 肯定的な自己像｡失敗体験が積み重なると｢自分には能力がない｣自己有能感

と自己について否定的なイメージを持ちやすい。生活･遊び･学習･

役割活動の全部の面で成功体験を持てなくても､どれかにおける成

功体験での成就感を通じて形成する｢得意とは言えないが、自分に

もできる｣という自信の基盤。「自信」は「得意とする」ニュアン

スもあるので、この研究では、自己有能感とした。



※５ ７ ローゼンツアイクによって､欲求不満についての諸理論を検討すＰ－Ｆｽﾀﾃﾞｨ

るために考案された研究手段で､児童用・青年用・成人用がある。

（そのためテストと呼ばず､スタディという）24種の日常、誰でも

遭遇するような欲求不満場面によって構成され､絵は線画を用い、

人物の表情は省略してある。場面を話し言葉で説明し､心の中に浮

かぶ最初のことばを書かせる。その反応語に､心理が投影されてい

るものとして、欲求不満場面での攻撃的反応の方向や型､自我防衛

の心の動きなどを検討･分類し、事例解釈をおこなう。なお、本研

究の事例では検査目的ではなく､その用紙を場面理解の援助に活用

しているだけである｡

※６ ７ 心理学で､人の能動的な情報収集･処理活動（知覚､判断､決定､記認知

憶､推論､課題の発見と解決、シンボルや言葉の理解と使用など)を

総称する用語｡能動的な情報収集･処理活動とは､人が生まれつきも

っている情報または経験から得た情報に基づいて､外界の事物に関

する情報を選択的にとり入れ､それによって事物の相互関係などに

関する新しい情報を作ったり蓄積したり､他者に伝達したり、ある

いはその情報を用いて適切な行動をすることである。

たとえば、音声が聞こえているだけでなく､その音声を意味づけ

ながら聞くことは であり、物が見えているだけでなく､位聴覚認知

置､形､色､大小、相互関係など対象を意味づけながら見ることを視

覚認知という。また、自分の体の向き､体と周囲の事物との位置関

係や、事物相互の位置関係、方向、大小などを意味づけて､視覚や

平衡感覚などを通じて理解することを という。空間認知

※７ ８ の項(※６)参照視覚認知 認知

※８ ８ の項(※14)参照重複言語性 言語性ＬＤ

ＬＤ

※９ 10 の項(※６)参照聴覚認知 認知

※10 10 特定の領域ではなく､全体に部分的弱さが散在する。タイプ的理包括性ＬＤ

解から離れ､個々の児童生徒の個人内差異の特徴で援助の方法を柔

軟に選択し実施する必要がある｡ＬＤの中で最も把握しにくく、適

切な対応が遅れ、二次的な困難が表れやすい。

※11 10 中枢神経系に機能障害がある場合に､比較的多く見られる心理の転導性

特徴の一つ。周囲の刺激に容易に反応してしまうとか､重要なもの

に注意が向かず､さほど重要でないものに注意が向いてしまう傾向



を指す｡従って、動く物、音、色などあらゆる感覚刺激が誘因とな

り、学習が困難になる。

類似の状態の「注意の持続の短さ」は､周囲の誘因刺激がないに

もかかわらず、集中できない傾向をいう。

※12 12 特定の場面（幼稚園や学校など）だけ無言になるもので､重度に場面緘黙

なるほど無言となる場面が増える｡緘黙は自己防衛反応であり、場

面緘黙は特定場面への回避反応と考えられる。

※13 12 の項(※６)参照空間認知 認知

※14 14 主として言語能力に弱点がある。聴覚認知の弱さのため､一斉指言語性ＬＤ
※９

導の中で言葉による指示を理解しにくい｡読み書きなど国語の基礎

能力が低い。全般的に低く評価されやすいが､具体的行動面では潜

在能力の高さを示す｡注意・記憶の弱さが重ならなければ、計算能

力は平均的水準であることが多い。注意･記憶の弱さが重なる場合

を､ とする。重複言語性ＬＤ

言語理解を助けるために､具体物を使った視覚的援助が有効｡

※15 14 主として注意集中力や短期記憶力に弱点がある｡基礎学力のあら注意・記憶性

ＬＤ ゆる面に影響する｡繰り上がり､繰り下がり､九九などの算数の演算

能力だけでなく､学習内容の理解･保持にも負担をかける｡そのため

に学習全般に対する拒否感情が強くなりやすく､心理的不安傾向が

ある。記憶の負担を軽くするため､見ながら考えられる視覚的な補

助教材の使用､演算や思考の過程をメモする習慣形成などの援助が

有効。

自分に合った学習の仕方を共に探し､学級でも可能な限り許容す

る｡

医学的症状としての注意欠陥･多動症候群と重なると、課題をや

り遂げようとする目的指向性が弱まり､多動や衝動的傾向につなが

りやすい。

※16 16 外耳・中耳伝音系の器官(耳殻･外耳道･鼓膜･耳小骨など)におけ伝音性難聴

る異常による難聴｡先天性もあるが後天性の場合が多く､中耳炎･耳

管閉塞症･頭部外傷などが主な原因。疾患により難聴の程度は多様

である。



※17 19 この研究では、学齢期の学習のための基盤となる諸能力を表す｡学習の

前提能力 広義には、呼吸･栄養摂取･体温調節･排泄などの生理的基盤の諸機

能も含む。一定時間､一定範囲の場で目的指向的に､知的能力･肉体

的諸能力などを働かせて学習内容を習得するのに必要な感覚機能､

情緒の安定、自己統制力､共感･信頼･協調など社会的スキルなどを

総称する。どの能力も､学齢期になっても習得を継続しなければな

らないが、学齢期より前に習得すべきニュアンスを強めるため｢前

提｣とした。 とほぼ同義。学習に向かう力

※18 19 この研究では､遊びを主とした援助方法によって、心や体を十分情緒の解放

動かすことで､子どもが例えば楽しい時は笑顔や活発な動きを見せ

たり､悲しい時は泣いたり沈んだ表情を見せたりするような自然な

感情の表出ができることを表している｡例えば場面緘黙児(事例６)

の援助におけるねらい｢心身の緊張を和らげ、活発な自己表現活動

をうながす｣｢ 話す 意欲や態度を育てる｣の基盤を示す｡『 』

情緒とは､体験(外界からの働きかけや刺激)に対する反応的な感

情の動きである。情緒の解放とは､なんらかの原因やきっかけのた

め反応や動きが止まった感情のこだわりがなくなり、周囲の人(家

族も含む)との気持ちのやりとりができるようになることとも言え

る。

※19 20 とほぼ同義である。学習に 学習の前提能力

向かう力 ＬＤを含む学習困難な児童生徒は、学齢期にありながら､それま

でに習得するべき学習の前提能力に弱さがあると言える。しかし､

学齢期に達している児童生徒にとっては､「前提」というよりもむ

しろ｢弱さを克服して｣｢自己有能感をもって｣というニュアンスで､

「向かう｣と表現する方が適切であると考えるので学習に向かう力

とした。

※20 23 マイクルバストによって考案されたＬＤ児診断のためのスクリーＰＲＳテスト

ニングテスト。平均的な知能をもち､聴覚や視覚にも問題がなく、

情緒的な適応も十分できているのに､それに応じた学習の結果が得

られない子どもたちを識別することを目的とする｡

①聴覚的理解と記憶 ②話しことば ③オリエンテーション

④運動能力 ⑤社会的行動

の５領域24項目について､５段階で評価する。



※21 23 京都市児童院（現京都市児童相談所)において乳幼児発達検査の新版Ｋ式

発達検査 研究から開発､改良された検査法で「Ｋ式」のＫは､京都の頭文字｡

新生児～14歳すぎまでを適用範囲とし､検査項目に対する子ども

の反応を観察する｡検査項目は①姿勢運動 ②認知適応 ③言語社会

の３領域に大別され､各領域と全領域について子どもの発達が到達

している年齢段階を測定する。

※22 23 ウェックスラーによって考案され､その後改良が加えられた児童ＷＩＳＣ－Ｒ
ウ イ ス ク ア ー ル

知能診断 生徒(６～16歳11か月)用の検査法｡問題が言語性と動作性によって

検査法 構成され、結果は言語性ＩＱと動作性ＩＱを別々に､かつ両者を総

合して全ＩＱが算出できる。

言語性ＩＱと動作性ＩＱの差（ディスクレパンシー）や､各検査

評価点のプロフィールをみることで､知的能力の偏りを特徴とする

ＬＤを判断するための検査群（テストバッテリー)の一つとしてし

ばしば用いられる。

※23 23 カウフマン夫妻が､認知心理学や神経心理学の理論と研究成果にＫ－ＡＢＣ

心理教育 基づき作成した検査法｡２歳～12歳11か月までを適用範囲とし､ 14

ｱｾｽﾒﾝﾄﾊﾞｯﾃﾘｰ 種類の下位検査によって構成されているが､年齢によって実施され

る検査が異なるので､実際に一人の子どもにおこなうのは６～11種

類である。

Ｋ－ＡＢＣ心理教育アセスメントバッテリーの特徴は、

①知能(情報を処理して新しい問題を解決する能力)と、習得度(数

やことばの知識と読みの力)を分けて測定すること。

②知能を､「継次処理」または「同時処理」の認知処理過程で測定

することにより､子どもの得意な認知処理スタイルを発見し、検査

結果を指導に結びつけることである。

※24 23 フロスティッグによって開発された､視知覚障害に対する援助のフロスティッ

グ視知覚発達 手がかりをつかむことを目的とする検査法｡４歳～８歳までを適用

検査 範囲とし､11枚の絵カードや３枚すかしの採点盤などからなる35枚

の検査用紙を用いる。

※25 32 知能テストの創始者であるフランスのビネーの方法をもとに､ア田中ビネー式

知能検査 メリカのターマンが､スタンフォード・ビネー改訂版を公刊した。

それを田中寛一が､日本でも活用できるように改訂を重ねて作った

検査法。年齢別知的発達水準を設定して､知能発達の状態を把握す

る。

検査内容は､単語の知識・文章の完成・直接記憶・道徳判断など

多くの質問から構成され､問題数は120問になっている｡２歳～成人



までを適用範囲とし､教育相談･進路相談･生徒指導･障害児教育･医

療相談など様々な分野で幅広く活用されている。

※26 32 スタンフォード・ビネー知能検査をもとに､鈴木治太郎が出版し鈴木ビネー式

知能検査 た検査法。２歳～成人までを適用範囲とし､知能の発達水準を把握

し、知的障害の診断と指導に役立てられている。

検査は､言語・数字・用具などを媒介とした問題がやさしいもの

から難しいもの順に並べられている。

※27 32 イリノイ大学のカークらによって開発された発達障害児のためＩＴＰＡ言語

学習能力検査 の心理診断検査｡子どもの知的活動能力の個人内差異をコミュニケ

ーション過程の面から捉えて分析し､治療教育の手がかりを得るこ

とを目的としている。３歳～８歳11か月までを適用範囲とし、結

果は､評価点によるプロフィールと言語学習年齢で表される。

言語学習能力については、３つの次元を仮定している。

① － ､ ｡ ､回路 人が感覚刺激を受け取り それを解釈して外界に反応する情報伝達の通路 本検査では 言語学習に最も関係

深い 聞いて話す 見て行動する の２回路を取り上げている聴覚－音声 視覚－運動( )､ ( ) ｡

② － 。( ) 。( )過程 ことばを習得して用いるための３過程 見たもの聞いたものを理解する その受容過程 連合過程

概念や言語 を内的に操作する それを言葉や動作で表すｼﾝﾎﾞﾙ 。( ) 。表現過程

③ －ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ。( ) ｼﾝﾎﾞﾙ水準 行動の２つの ものの意味を伝える を扱う複雑高度な表象水準

ﾚﾍﾞﾙ。( ) ､ 。自動水準 あまり意識せず 反応が自動的に行われる

※28 32 継次処理は､情報を連続的かつ逐次的に分析し、認知する情報処継次処理と同

時処理 理である｡順序だてて理解することが比較的得意なやり方ともいえ

る。

同時処理は、情報を概観可能な全体に統合し､全体から各部分と

それらの関係を認識する情報処理である｡ことばでの指示よりも、

絵カードやシンボル表示の理解を得意とするともいえる。

Ｋ－ＡＢＣにおいては、継次処理の能力は、下位検査の 手の動〔

作 数唱 語の配列 によって、また同時処理の能力は下位検査の〕〔 〕〔 〕

〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕〔魔法の窓 顔さがし 絵の統合 模様の構成 視覚類推 位置さ

がし によってそれぞれ測定される。〕
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